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令和３年７月に福岡県において、保育施設送迎バス内に取り残された児童が死亡するという痛まし

い事案が発生しました。 

 

この事案では、当該保育施設の送迎バスが、日常的に運転者１名のみで複数児童を送迎していたこ

と、児童の乗降確認や児童の保育施設への引継ぎが適切に行われていなかったことなど、保育施設側

の安全管理に関する問題が明らかになっています。 

 

児童の車両送迎に関しては、私的契約に基づく有償サービスという位置づけではあり、保育所保育

指針等において安全管理の基準は示されていません。 

 

今回の福岡県の死亡事故を受け、たとえ私的契約に基づく有償サービスであっても、教育・保育施

設等（保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育事業所、家庭的保育事業所、事業所内保育事業所、

届出保育施設。以下「施設」という。）が行う児童の車両送迎が適切に管理・運行されていなければ、

児童の生命を脅かす大きな事故につながることから、本ガイドラインを策定しました。 

 

各施設・事業者におかれましては、当該ガイドラインを参考として、それぞれの実情に応じて送迎

車両運行マニュアル等を作成するなどし、児童の車両送迎における安全管理を徹底してください。 

 

なお、当該ガイドラインは、あくまで目安として御活用いただくもので、各施設・事業者の対応や

判断を妨げるものではありません。 
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１ 児童の車両送迎を行う際に必要な手続き 

 （１）保護者からの実費徴収と道路運送法に基づく許可申請 

     施設が、施設保有の送迎車両（児童の送迎に使用する全ての車両をいう。）を用いて児童の

登園・降園時の送迎を行う際には、原則、保護者から実費徴収を行うこととし、あらかじめ

道路運送法に基づく有償運送の許可申請を行う必要があります。（参考：Ｐ９～１１（１）道

路運送法、（２）厚生省児童家庭局長通知、（３）厚生省児童家庭局企画課長・保育課長通知、

（４）厚生省児童家庭局保育課長通知） 

 

 （２）道路交通法に基づく安全運転管理者の選任及び届出 

     乗車定員、使用送迎車両台数等に応じて、道路交通法に基づく安全運転管理者を選任し、

選任した日から１５日以内に施設を管轄する警察署へ届出を行う必要があります。（参考：Ｐ

１２～１４（５）道路交通法、（６）鳥取県警察本部ホームページ） 

 

２ 送迎車両の仕様等 

 （１）幼児専用車両 

     専ら児童の送迎に使用する自動車については、道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸

省第６７号）及び道路交通法において、座席ベルトやチャイルドシートの装備義務が除外さ

れていますが、利用する児童の月齢や状況に応じて、チャイルドシートを設置することも検

討しましょう。 

     その場合、使用する送迎車両は、児童の安全を確保する観点から、「幼児専用車の車両安全

性向上のためのガイドライン」（平成２５年３月車両安全対策検討会作成(国土交通省自動車

局)）に準じる幼児専用車としましょう。（参考：Ｐ１５（７）幼児専用車の車両安全性向上

のためのガイドライン） 

 

 （２）その他車両 

     上記（１）以外で、施設が保有する乗用車等を使用して送迎を行う場合は、児童の安全を

確保する観点から、使用する児童の月齢に合わせて、チャイルドシート等、道路交通法に規

定される装備を付けましょう。 

 

 （３）運行日誌の整備 

     送迎車両については、安全管理の観点から、車両ごとに運行日誌を備え、少なくとも以下

の事項について記録を取っておきましょう。 

     また、運転手は、その日の運行管理状況を運行日誌に記入することとし、施設長（又は運

行管理責任者）に確認をしてもらいましょう。 

     ・ 運転日時、運転者、走行距離、燃料費、運転手の健康状態チェック 

     ・ 同乗者（添乗する職員（以下「添乗職員」という。）の氏名、利用児童数〔送・迎〕） 

     ・ 送迎車両の事前点検・事後点検の実施状況と点検による留意事項 

 

３ 送迎車両運行に係るマニュアル等の作成・共有 

  児童の送迎を行う際は、施設において、あらかじめ次の内容を盛り込んだ送迎車両運行に係るマ

ニュアルや手順書等（以下、「送迎マニュアル等」という）を作成し、職員会議や施設内研修等にお

いて、定期的に職員で共有しましょう。 

  また、送迎車両の利用に係る申請案内等と合わせて全保護者に配付するとともに、施設の掲示版

やホームページにおいて掲載するなど、保護者等が容易に閲覧できる状態にしておきましょう。 

  なお、送迎車両の運行内容に変更等があった場合は、速やかにマニュアル等を変更し、職員と保

護者に周知を行いましょう。 
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【送迎マニュアル等に盛り込む内容】 
 

１ 保護者との契約内容等について 

 （１）対象児童の条件 

   （ア）年齢制限 

      児童の安全を確保する観点から、送迎車両を利用できる年齢をあらかじめ施設において

決めておきましょう。 

   （イ）送迎車両を利用できる条件 

      契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、送迎車両を利用できる条件をあらかじめ

定めておきましょう。 

 

      （参考例） 

        児童のうち、「保護者による送迎が困難な児童」 

 

 

 （２）利用申請等の手続き 

   （ア）利用申請 

      施設は、送迎車両の利用にあたって、契約内容及び運用の適正性を図る観点から、あら

かじめ契約内容が明確となるよう整理した送迎車両利用申請書（以下「申請書」という。）

の様式を作成しておき、送迎車両の利用を希望する保護者から申請書の提出を求めましょ

う。 

      また、施設は、送迎車両による送迎が、施設と保護者が自主的に行う私的契約であるこ

とを、書面により事前に説明し、その上で、保護者及び送迎時に付き添う家族（以下「保護

者・付き添い家族」という。）の守るべき義務等について記載された承諾書（以下「承諾書」

という。）を申請書とは別に、保護者から求めることが望ましいです。 

      なお、保護者から提出された申請書及び承諾書はファイリング等、整理の上、一定期間

（少なくとも契約期間が満了するまで）保存をしておきましょう。 

 

（申請書及び承諾書の記載項目例） 

        ・ 施設が自主的に行うサービスであることを承諾した旨の保護者の署名 

        ・ 利用料（支払期限、支払われない場合の対応） 

        ・ 利用する児童の氏名、年齢 

        ・ 利用期間 

        ・ 利用を許諾する家庭条件 

        ・ 送迎車両の乗降場所 

        ・ 送迎時に付き添う家族リスト 

        ・ 送迎車両の利用に際し、保護者・付き添い家族が守るべき義務等 

  

 

（イ）送迎対象児童の決定 

      施設は、送迎対象児童の決定にあたっては、契約の内容及び運用の適正性を図る観点か

ら、利用申請のあった児童の家庭状況や施設で送迎可能な人数等を踏まえて、利用決定を

行いましょう。 

   （ウ）利用料 

      送迎に係る利用料は、国の通知（平成９年６月２７日児保第１４号「保育所登所に係る

バス等の有償運送の取扱について」（厚生省児童家庭局保育課長通知））の内容を踏まえ、

直接運送に係る費用（燃料費及び運行に係る人件費）相当額程度（実費）としましょう。 

      なお、添乗職員に関する人件費は、施設型給付費等において財政支援されている場合が

ありますので、利用料の設定の際には注意しましょう。  
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２ 送迎車両の運行計画等について 

（１）運行体制 

（ア）運転手の条件 

   児童の安全を確保する観点から、送迎車両の運転手については、施設で作成する運転手

名簿に記載し、適正に管理できるようにしましょう。 

   施設長（又は運行管理責任者）は、運転手の運転免許証や健康状態の確認を定期的に行

いましょう。 

   施設は、運転手に対し、施設において初めて送迎業務に従事する前に、未就学児を送迎

する際の注意点や送迎コース上の注意点等について、施設内研修等を実施しましょう。 

   施設長は、運転手が児童の送迎業務に従事している時間は、運転に専念させることとし、

他の業務を一切行わせないようにしましょう。 

（イ）添乗職員の人数及び条件 

   送迎車両運行時に児童が体調不良になる可能性も想定されることから、児童の安全を確

保する観点において、施設は、送迎にあたって運転手以外の添乗職員を１名以上乗車させ、

児童の乗降確認や走行時の安全管理等を行わせることが望ましいです。 

   施設は、添乗職員に対し、施設において初めて送迎業務に従事する前に、未就学児を送

迎する際の注意点等について、施設内研修等を実施しましょう。 

 

（２）運行計画 

（ア）コース及び所要時間 

   施設は、契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、あらかじめ送迎コースと所要時

間を定め、職員間で共有するとともに、保護者に対し、事前に余裕を持って、書面により

説明をしましょう。 

 

（記載内容例） 

        ◇◇保育所 送迎車両運行計画 

         Ａコース 施設（７：３０発）～〇〇（７：４０）～●●（７：５０） 

 

 

（イ）乗車児童名簿 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、乗降確認のための乗車児童名簿を作成し、添

乗職員だけでなく、施設長、主任保育士、主幹教諭、児童の担任等で共有しましょう。 

 

 

（記載内容例） 

        児童名、当日未利用者欄、乗車確認欄、降車確認欄 

    

 

（３）運休基準 

（ア）気象条件 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、気象状況等により運行を中止する場合の基準

をあらかじめ定めておきましょう。 

 

（参考例） 

        台風、積雪、道路凍結、道路冠水、その他警報が発令される等により、送迎 

車両を安全に運行することが難しい場合 
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（イ）決定の時期、保護者への連絡 

   施設は、契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、運休を決定する時間、運休する

場合の保護者への連絡方法をあらかじめ定め、職員間で共有するとともに、保護者に対し、

書面により事前に説明しておきましょう。（関連項目：１－（２）（ア）） 

 

（参考例） 

        送迎車両の運休の決定は、原則として前日の○時までに行うこととし、当日 

       明け方からの大雨等、やむを得ない場合は当日の朝○時までに決定する。 

        運休を決定した場合、保護者に対し、速やかに個別にメール（電話）連絡を 

       行う。 

 

 

（４）送迎車両の安全点検 

（ア）送迎担当運転手、確認項目 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、法定点検等の点検を定期的に行うだけでなく、

送迎を担当する運転手に対し、自身が担当する送迎車両を運行する前に自動車点検基準

（昭和２６年運輸省令第７０号）に定める日常点検を行わせましょう。 

   また、運行後は車体の清掃、故障の有無を確認させましょう。 

 

（５）欠席連絡の共有 

（ア）連絡手段 

   施設は、契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、児童が当日送迎を利用しない場

合の施設への連絡時間（前日○時までに施設へ連絡）、方法（電話、連絡用アプリ）等を

あらかじめ定め、送迎を利用する児童の保護者に対し、書面（例：送迎マニュアル等）に

より事前に説明しておきましょう。（関連項目：１－（２）（ア）） 

 

３ 運行当日の安全管理について 

（１）乗車前の準備 

（ア）運転手の準備 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、運転手の健康チェック表を作成し、送迎車両

の運行の前に毎回、運行管理責任者や運転手自身等により、健康状態の確認（血圧の計測

等）、アルコールチェック等を行うこととしましょう。 

（イ）当日送迎を利用しない児童に係る情報共有 

施設は、当日送迎を利用する児童及び利用しない児童の情報について、保育等への円滑

な接続を図る観点から、施設長、主任保育士、主幹教諭、児童の担任等で共有し、送迎車

両出発前に添乗職員に伝達するための方法を具体的に定めておきましょう。 

    （ウ）当日の利用者、停車地点の確認 

施設は、保育等への円滑な接続を図る観点から、送迎車両出発前に、添乗職員が運転手

に対し、児童が乗車するため停車が必要な地点、不必要な地点について伝達・確認するた

めの方法を具体的に定めておきましょう。 

    （エ）車内持込携行品 

施設は、児童の安全を確保する観点から、添乗職員が運行時に車内へ携行する用品を事

前に定めておくこととし、毎乗車時に、これら用品を携行しているか、複数体制で確認し

ましょう。 
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（具体例） 

        ・ 乗車児童名簿 

        ・ 乗車児童に係る「送迎時に付き添う家族リスト」 

        ・ 連絡用携帯電話（個人のものは使用せず、事故時等に状況を記録できる 

カメラ付きのものが望ましい。） 

        ・ 救急用品等 

 

 

（２）乗降確認 

（ア）登園時の児童の乗車確認（迎・施設外） 

   登園時は、あらかじめ決められたコース及び地点でのみ児童を乗車させる運用とし、児

童の乗車確認にあたっては、児童の安全を確保する観点から、乗車した児童名、人数を確

実に把握するため、添乗職員による乗車児童名簿の乗車確認欄へのチェック等、具体的な

手順を定めましょう。 

（イ）登園時の児童の降車確認（迎・施設内） 

   施設到着後の児童の降車確認にあたっては、児童の安全を確保する観点から、降車した

児童名、人数を確実に把握するため、添乗職員による乗車児童名簿の降車確認欄へのチェ

ック等、具体的な手順を定めましょう。また、施設内で降車児童を引き継いだ職員による

出欠確認の方法についても、具体的な手順を定めましょう。 

（ウ）降園時の児童の乗車確認（送・施設内） 

   降園時の児童の乗車確認にあたっては、児童の安全を確保する観点から、乗車した児童

名、人数を確実に把握するため、降園を担当する職員及び添乗職員による乗車児童名簿の

乗車確認欄へのチェック等、具体的な手順を定めましょう。 

（エ）降園時の児童の降車確認（送・施設外） 

   降園時は、あらかじめ決められたコース及び地点でのみ児童を降ろし、保護者・付き添

い家族に引き渡す運用とし、児童の降車確認にあたっては、児童の安全を確保する観点か

ら、降車した児童名、人数を確実に把握するため、添乗職員による乗車児童名簿の降車確

認欄へのチェック等、具体的な手順を定めましょう。 

 

（３）安全確認 

（ア）乗降時の安全管理 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、乗降中の運転手による車両周辺の安全確認や、

添乗職員による児童の安全を考慮した乗降方法（職員が手を添えて乗降させる等）につい

て、具体的に定めておきましょう。 

（イ）出発時及び走行時の安全管理 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、出発時、走行時において、添乗職員によるチ

ャイルドシートの適切な使用、転倒防止のための声掛け等、具体的な安全管理の方法を事

前に定めておきましょう。 

 

（４）遅延時等の対応 

   （ア）到着遅延時の連絡 

      施設は、契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、交通状況等で送迎車両の到着が

遅延する場合の保護者への連絡担当者、連絡方法（電話、連絡用アプリ等）をあらかじめ

定め、送迎を利用する児童の保護者に対し、書面（例：送迎マニュアル）により事前に説

明しておきましょう。（関連項目：１－（２）（ア）） 

      また、実際に到着が遅延した場合は、送迎マニュアル等に沿って対応しましょう。 
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（イ）予定時刻に児童、保護者がいない場合の連絡手順 

＜登園時＞ 

 施設は、契約の内容及び運用の適正性を図る観点から、登園時に、事前連絡なく予定時

刻に児童及び保護者・付き添い家族が乗車場所にいない場合の対応手順を具体的に定め、

保護者に対し、書面（例：送迎マニュアル）により事前に説明しておきましょう。（関連項

目：１－（２）（ア）） 

 

（具体例） 

        ① あらかじめ定めた時間（○分）待つ。 

        ② 添乗職員が施設に乗車予定児童の未乗車を電話報告。 

        ③ 発車 

 

＜降園時＞ 

 また、施設は、降園時に、事前連絡なく予定時刻に保護者・付き添い家族が降車場所に

いない場合等の対応手順についても具体的に定め、保護者に対し、書面（例：送迎マニュ

アル）により事前に説明しておきましょう。 

 

（具体例：保護者・付き添い家族が降車場所にいない場合） 

        ① あらかじめ定めた時間（○分）待つ。 

        ② 添乗職員が施設に保護者・付き添い家族不在を電話報告。 

        ③ 発車（児童は送迎車両で再度施設へ戻る）。 

        ④ 児童が施設に到着した後、保護者に連絡。 

 

      （具体例：降車場所に、施設に登録した「送迎時に付き添う家族リスト」に記載 

           されていない親族等がいた場合） 

        ① 保護者に電話連絡し、確認が取れた場合に限り、親族等に引き渡す。 

        ② 連絡が付かなかった場合、児童は送迎車両で再度施設へ戻る。 

 

 

４ 降車後の児童の保育への引継ぎについて 

（１）施設到着後における施設内職員への引継ぎ 

   登園時の送迎車両到着後における児童の施設内職員への引渡しについて、保育への円滑な接

続を図る観点から、担当職員の配置及び手順を定め、その内容を職員間で共有をしましょう。 

 

（具体例） 

        ① 送迎車両が施設に到着後、送迎車両から施設まで児童を引率する担当職員 

          が、降車した児童を施設玄関へ引率し、乗車児童名簿・送迎時に付き添う 

          家族リストとあわせて、引率児童の引受担当職員に引き渡す。 

        ② 引受担当職員は、児童を引率し、各クラス担任へ児童を引き渡す。 

       

    また、送迎時に使用した乗車児童名簿は、施設における登園児童の出欠確認にあたって、再

度突き合わせを行いましょう。 

 

５ 送迎後の確認について 

（１）降車、忘れ物等の確認 

   施設は、児童の安全を確保する観点から、あらかじめ手順を定めた上で、児童降車後に児童

の取り残しがないか速やかに確認を行いましょう。 

   その際、運転手のみの確認とせず、複数体制で確認することが望ましいです。 

   また、車内の忘れ物確認や車内清掃等についても実施し、実施状況を記録しましょう。 
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６ 重大事故防止の取組みについて 

（１）ヒヤリハット事例の収集・分析・整理 

   重大事故防止のため、日々の送迎の事務の中で発生したヒヤリハット事案について、必要な

安全対策を実施するため、記録簿等により記録して事例を収集するとともに、施設内研修の場

等で報告して原因の分析・整理を行いましょう。 

 

７ 事故・災害発生時の対応について 

（１）事故・災害発生時の対応マニュアル等の作成 

   送迎中の事故、災害発生時の対応について、事前に以下の内容について具体的に定めたフロ

ー図やマニュアル等を作成し、施設内や送迎車両に常備しましょう。 

 

（具体例） 

        ・ 児童の安全確保 

        ・ 警察、消防への連絡 

        ・ 園・保護者への連絡等の手順 

 

 

（２）ドライブレコーダー等の整備 

   送迎中における車内外での不慮の事故に備え、車内、車外の様子を記録できるドライブレコ

ーダー等を整備することも有効です。 

   なお、記録されたデータは２週間程度を目安に記録しておきましょう。 

  

－ 7 －



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参 考 資 料  
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（１）道路運送法 

 

   第７８条 自家用自動車（事業用自動車以外の自動車をいう。以下同じ。）は、次に掲げる

場合を除き、有償で運送の用に供してはならない。 

一 災害のため緊急を要するとき。 

二 市町村（特別区を含む。）、特定非営利活動促進法（平成十年法律第七号）第二条第

二項に規定する特定非営利活動法人その他国土交通省令で定める者が、次条の規定

により地域住民又は観光旅客その他の当該地域を来訪する者の運送その他の国土交

通省令で定める旅客の運送（以下「自家用有償旅客運送」という。）を行うとき。 

三 公共の福祉を確保するためやむを得ない場合において、国土交通大臣の許可を受け

て地域又は期間を限定して運送の用に供するとき。 

 

 

（２）保育所入所手続き等に関する運用改善等について（平成８年３月２７日付児発第２７５号厚生

省児童家庭局長通知） 

 

○保育所入所手続き等に関する運用改善等について 

 

平成８年３月２７日 児発第２７５号 

                       各都道府県知事・各指定都市市長・各

中核市市長宛 厚生省児童家庭局長通

知 

注：平成２９年５月３１日雇児発０５３１第１号改正現在 

 

 保育所制度の運用については、利用者、保育関係者等からの要望をも踏まえ、時間延長

型保育、一時的保育等の実施方法、補助要件等について、改善・規制緩和を図ったところで

ある(平成６年８月３１日児保第４号、平成７年３月１５日児保第６号、平成７年４月２５

日児発第４４５号、平成７年６月１６日児発第５９９号、平成７年６月１６日児保第１５

号及び平成７年６月２７日児保第１６号)。 

 保育所入所手続き等に関しては、地域の実情に合わせて実施されてきていると考えてい

るが、今後さらに、左記の配慮事項及び規制緩和事項に留意しつつ、制度の弾力的な運用

を図られたく、貴管下市区町村及び保育所に対して周知するとともに、現下の多様な保育

ニーズに応えた利用しやすい保育所となるよう特段の指導を願いたい。 

 また、左記の事項を含め、市区町村及び保育所において講じる利用者の利便に資する措

置については、広報等により利用者に周知するよう併せて指導願いたい。 

 

記 

 

１ 略 

２ 略 

３ 登所等の方法 

     保育所への登所や保育所からの降所に際し、保育所が保有するバス等を利用すること

については、認めない指導をしてきたところであるが、保育所の設置場所等の地域状況

を勘案して、このような方法を用いても差し支えないこととする。 

     この場合において、バス等の設置・運行に係る経費は、利用する児童の保護者から実

費を徴収することを原則とする。 

  

－ 9 －



 
 

CV 

CV 

（３）保育所入所手続き等に関する運用改善等について（平成８年６月２８日付児保第１２号厚生省

児童家庭局企画課長・厚生省児童家庭局保育課長通知） 

 

○保育所入所手続き等に関する運用改善等について 

 

平成８年６月２８日 児保第１２号 

                       各都道府県・指定都市・中核市民生主

管部(局)長宛 厚生省児童家庭局企画

課長・厚生省児童家庭局保育課長通知 

 

標記については、平成８年３月２７日児発第２７５号により通知したところであるが、そ

の具体的な取扱い及び関係通知の改正を左記のとおり取りまとめたので、貴管下市区町村及

び保育所に対し周知されたい。 

 

記 

 

第１ 具体的な取扱い 

 （問１）～（問９） 略 

 

 （問１０）登所バス等の購入費及び修理費、レンタル費、ガソリン費、運転手雇上

費、損害賠償保険料等の経費は、どのように負担すればよいか。 

 

（答） 

 登所バス等に係る経費については、利用する児童の保護者からその実費を徴収すること

を原則とするが、適正な施設運営が確保されている場合には、施設会計において処理する

こととしても差し支えない。 

 なお、登所バス等の購入に当たり、備品等購入引当金及び繰越金を充てることができる

ものとする。 

 

 （問１１）保育所で登所バス等を保有する場合、都道府県や市区町村の許可が必要か。 

 

（答） 

 一義的には保育所の判断で足りる。なお、地域に保育所が複数ある等の事情により、通

所地域等を行政において調整する方が適当な場合は、都道府県や市区町村が指導を行うこ

ともあり得る。 

 

第２ 関係通知の改正 

  略 
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（４）保育所登所に係るバス等の有償運送の取扱について（平成９年６月２７日付児保第１４号厚生

省児童家庭局保育課長通知） 

 

 

○保育所登所に係るバス等の有償運送の取扱について 

 

平成９年６月２７日 児保第１４号 

                       各都道府県・各指定都市・各中核市民

生主管部(局)長宛 厚生省児童家庭局

保育課長通知 

 

標記について、運輸省における保育所登所に係るバス等の有償運送の取扱について、別添のと

おり変更があったので、既に登所バスの運行を行っているか又は、今後登所バスの運行を予定

している市町村及び保育所において、陸運支局長に対し所定の手続きを行うよう管下の市町村

及び保育所に対して周知するとともに遺漏なくご指導されたい。 

 

 

別添 

 

通学通園に係る自家用自動車の有償運送の取扱について 

 

平成９年６月１７日 自旅第１０１号 

                       各地方運輸局自動車（第一）部長・沖

縄総合事務局運輸部長宛 運輸省自動

車交通局旅客課長通知 

 

幼稚園、保育所、小学校、中学校、盲学校、聾学校又は養護学校（以下「幼稚園等」という。）

に通う幼児、児童又は生徒（以下「幼児等」という。）の送迎を、その幼稚園等が自ら保有する

自家用自動車を使用して行う場合は、幼児等の保護の必要性にかんがみ、下記のとおり、道路

運送法第８０条第１項の「公共の福祉を確保するためにやむを得ない場合」に該当するものと

し、同項の有償運送の許可の対象として取り扱うこととしたので、遺漏なきよう取り計られた

い。 

 

記 

 

１ 有償運送の許可対象 

  幼稚園等が自ら保有する自動車で、その幼児等を自ら運送する場合又はその運行管理等を

外部の事業者に委託して運送する場合であって、直接運送に係る費用（燃料費及び運行にか

かる人件費）相当額程度のものを実費として徴収するとき。 

 

２ 許可にあたっての留意事項等について 

 （１） 申請書の審査については書類審査で行うものとする。 

 （２） 許可に際しては、次の事項に留意して取り扱うものとする。 

    ① 道路運送法施行規則第５０条の規定に基づく申請書の記載について、次の事項を

確認すること。 

     イ 申請人の氏名又は名称及び住所 

     ロ 申請人が幼稚園等の運営主体であり、当該幼稚園等の幼児等の輸送を自家用自

動車で行い、かつ、その利用者の負担が実費程度であること。 

 

－ 11 －



 
 

     ハ 運送しようとする区間（範囲） 

    ② 期限は付さないものとする。 

    ③ 次の事項を記載した書類を交付することとする。 

     イ 申請人の氏名、名称、住所について変更があった場合及び有償運送を行わなく

なった場合には、遅滞なくその旨届け出ること。 

     ロ 運行の安全確保に関する留意事項 

 

（参考） 

⦿道路運送法（抄） 
（有償貸渡し） 
第８０条 自家用自動車は、国土交通大臣の許可を受けなければ、業として有償で貸し渡

してはならない。ただし、その借受人が当該自家用自動車の使用者である場合は、この

限りでない。 
２ 国土交通大臣は、自家用自動車の貸渡しの態様が自動車運送事業の経営に類似してい

ると認める場合を除くほか、前項の許可をしなければならない。 
  （以下省略） 
 

⦿道路運送法施行規則（抄） 
（有償運送の許可申請） 
第５０条 法第７８条第３号の規定により、自家用自動車の有償運送の許可を申請しよう

する者は、次に掲げる事項を記載した有償運送許可申請書を提出するものとする。 
 一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 
 ニ 運送需要者 
 三 運送しようとする人の数又は物の種類及び数量 
 四 運送しようとする期日若しくは期間又は区間若しくは区域 
 五 有償運送を必要とする理由 
  （以下省略） 

 
 

（５）道路交通法 

 

   第７４条の３ 自動車の使用者（道路運送法の規定による自動車運送事業者（貨物自動車

運送事業法（平成元年法律第８３号）の規定による貨物軽自動車運送事業を経営する者

を除く。以下同じ。）及び貨物利用運送事業法の規定による第二種貨物利用運送事業を経

営する者を除く。以下この条において同じ。）は、内閣府令で定める台数以上の自動車の

使用の本拠ごとに、年齢、自動車の運転の管理の経験その他について内閣府令で定める

要件を備える者のうちから、次項の業務を行う者として、安全運転管理者を選任しなけ

ればならない。 

２ 安全運転管理者は、自動車の安全な運転を確保するために必要な当該使用者の業務に

従事する運転者に対して行う交通安全教育その他自動車の安全な運転に必要な業務（自

動車の装置の整備に関する業務を除く。第７５条の２の２第１項において同じ。）で内閣

府令で定めるものを行わなければならない。 

３ 前項の交通安全教育は、第１０８条の２８第１項の交通安全教育指針に従つて行わな

ければならない。 

４ 自動車の使用者は、安全運転管理者の業務を補助させるため、内閣府令で定める台数

以上の自動車を使用する本拠ごとに、年齢、自動車の運転の経験その他について内閣府

令で定める要件を備える者のうちから、内閣府令で定めるところにより、副安全運転管

理者を選任しなければならない。 
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５ 自動車の使用者は、安全運転管理者又は副安全運転管理者（以下「安全運転管理者等」

という。）を選任したときは、選任した日から１５日以内に、内閣府令で定める事項を当

該自動車の使用の本拠の位置を管轄する公安委員会に届け出なければならない。これを

解任したときも、同様とする。 

６ 略 

７ 自動車の使用者は、安全運転管理者に対し、第２項の業務を行うため必要な権限を与

えなければならない。 

８ 自動車の使用者は、公安委員会からその選任に係る安全運転管理者等について第１０

８条の２第１項第１号に掲げる講習を行う旨の通知を受けたときは、当該安全運転管理

者等に当該講習を受けさせなければならない。 

 
 

（６）鳥取県警察本部ホームページ：安全運転管理者制度について 
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（７）幼児専用車の車両安全性向上のためのガイドライン 

   別添資料のとおり 
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別添資料
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* *2 *3 *2

17,957 205 230,681 5,779

 [%]

*1 : 21 3
*2 : 20

*3 :  ( 20 12 )

1.1 2.5

－ 19 －



530

35

3

1

0

100

200

300

400

500

600

* *2 *3 *2

17,957 64 230,681 8,340
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393 229 206 125 176 109 46 39
(29.7%) (17.3%) (15.6%) (9.4%) (13.3%) (8.2%) (3.5%) (2.9%)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 4

142 143 157 38 6 5 4 26 37 0 558
142 144 157 39 6 5 4 27 38 0 562

(25.3%) (25.6%) (27.9%) (6.9%) (1.1%) (0.9%) (0.7%) (4.8%) (6.8%) (0.0%) (100.0%)
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